
第１回 

栗駒山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会 

日時： 令和 3 年 8 月 10 日(火) 13：30～ 

場所： WEB 

 

議  事  次  第 

 

１ 開 会 

２ 開会挨拶 

３ 委員紹介 

４ 設立趣意書について 

５ 規約について 

６ 委員長の選出 

７ 委員長挨拶 

８ 議 事 

（1）火山噴火緊急減災対策砂防計画の概要、検討スケジュール 

（2）計画策定の基本事項の整理 

（3）第 1回準備会での意見と対応方針 

（4）対策方針の設定 

９ 情報提供 

栗駒山の火山活動状況について（盛岡地方気象台） 

10 閉会 

 

■配布資料 

  資 料-１ 議事次第 

  資 料-２ 設立趣意書（案） 

  資 料-３ 委員会規約 

  資 料-４ 出席者名簿 

  資 料-５ 討議資料 

  資 料-６ 栗駒山の火山活動状況について（盛岡地方気象台） 

  



 

 



第１回 栗駒山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会 

 討議概要 

 

(1)委員長の選出について 

  ・委員の互選により井良沢委員を委員長に選任。 

 

(2)火山噴火緊急減災対策砂防計画の概要、スケジュールについて 

  ・2000 年三宅島噴火では降雨の危険性に加えて火山ガスの危険性の中で対策をしたと

思うが具体的にはどのように対応したのか（井良沢委員長）。 

 

(3)計画策定の基本事項の整理について 

  ・栗駒山周辺において、通年営業している観光地と冬期休業する観光地を整理すると良

い（檜垣委員）。 

・観光入込数については、登山や温泉等の目的別の内訳や季節による変動についても整

理すると良い（井良沢委員長）。 

・栗駒山の火山活動の前後で発生した地すべりの位置を立体地形図上に図示し、発生規

模と発生要因を整理した方が良い。（檜垣委員）。 

・ある程度の土塊量を算出することは可能。また事例の中で須川地すべりは直下型地震

によるものと考えられているが、他の事例の発生要因は分かっていない（土井委員）。 

 

(4)第１回準備会での意見と対応方針 

  ・LP 等の地形データを取得したら、立体斜度図を作成してそれを速やかに公表するの

が良い（土井委員）。 

・噴火後の水質調査に関して酸性水だけでなく濁水も問題となるので、このことも考慮

した水質調査の検討を進めるべき（土井委員）。 

・被害を生じた火山性地震として紹介されている桜島の事例は、震源が桜島ではないこ

とが分かっているので火山性地震とは言えない。火山周辺で起こる地震等の表現が

良い（三浦委員）。 

・火山性地震による被害や崩壊事例がどこで発生していたのか把握（図示）できると良

い（檜垣委員）。 

・積雪深や積雪密度の推定方法は、栗駒山でも整理する必要があると思う（井良沢委員

長）。 

 

 

 

 



(5)対策方針の設定 

  ・噴火警戒レベル２に記載されている 1744 年の噴火では、磐井川で予測の難しい流木

の積み上げによる泥流の氾濫が確認されている。噴火後に出される噴火警戒レベル

２で対策準備するのでは遅い。噴火警戒レベルと対策開始のタイミングは必ずしも

対応する必要がないのではないか（土井委員）。 

・噴火警戒レベルと対策開始のタイミングについて、レベルに囚われすぎるのも問題と

なるため、いろいろな条件のもとでどういった災害が起こりうるかに重点を置いて

検討していくことが重要である（三浦委員）。 

・融雪型火山泥流では流木による被害も懸念される。岩手内陸地震後に、砂防堰堤等の

整備が進んでいる現状を踏まえて、緊急減災対策でも流木について考慮できると良

い（井良沢委員長）。 

 

(6)情報提供 

  ・資料-6により盛岡地方気象台から栗駒山の現在の火山活動状況について説明。 

  

 

以 上 


